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６月１日 衣替えの日 

待ちきれずに ５月下旬には 

先取りのクールビズ 

 

東京都庁では 半ズボンも有りとか 

この夏の 暑さ対策 

４０度越えを 「極暑」と言う 

異常ずくめの気象状況に 

人びとは 戦々恐々 

エアコン祭りにハンディファン 

冷感シートに冷感服 

熱中症対策商品が目白押し 

 

四季折々と言う言葉も 

色あせて 

春と秋が 縮小 

「二季」と言う言葉も 

 

地球温暖化はインチキと 

某国の大統領は息まいたが 

この暑さの現象を 

どう説明する 

何と言おうと地球は温暖化している 

北極の氷は崩れはじめ 

南極の氷も解け始めた 

海面上昇は現実の問題となり 

水没する島に未来はない 

 

大自然の営みに 

人は謙虚でなければならない 

神秘的で超奇跡的な 

かけがえのない地球と言う星 

そこに住む人はすべて 

運命共同体 

戦争などしている場合ではない 

裸の王様のことは置いといて 

人類の叡智を結集して 

地球存亡の危機を 

打開しなければならない 

 

混沌とした世相の中で 

事務所報が第 100 号を迎えた 

2018 年 1 月に復刊 

2026 年 6 月に達成 

アッと言う間であったような 

多くの喜びがあり 

多くの悲しみがあり 

大切な二つの命を失った 

この間 8 年と数か月 

 

顧問先と私の事務所を繋ぐ 

架け橋として号を重ねてきました 

これ偏に 読者の皆様のおかげ 

感謝の言葉しかありません 

 

つたない文章にもかかわらず 

批判 評価 激励を頂いた 

これからも微力ながら 

継続してまいります 

「龍馬通信」これからもよろしく 
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木の葉のひとしずく 

「わたし 死ぬん・・・」 

「先生がちゃんとしてくれるから大丈夫だよ」 

「怖い 死にたくない・・・」 

「大丈夫・・大丈夫・・」 

確信のない声が ICU の部屋に響く。彼女の中で何が起こっているのか、回

復の見込みはあるのか。むなしい思いに胸がかきむしられる。怒りを含んだ

悲しみが、川の水面の水紋のように広がっていく。呆然と立ち尽くしかない

自分。親としてやるべきことをやったか。もっと彼女の病気に寄り添うことが出来なかったのか。余りにも愚か

で無力な父親がいる。 

「無事手術も終わりましたから、後は体全体の機能が回復すれば・・・」 

担当医師の言葉を信じるしかない。 

 その夜の明け方のスマホへの着信。暗闇にくっきりと病院の名が。嫌な予感が不幸にも的中した。彼女の病状

が急変して、今心肺停止の状態。無情な声を遠いところで聞いていた。そんな馬鹿な話が。取るものもとりあえ

ず病院に向かう。今、起きていることは夢かうつつか、幻か。何をどうして、どこをどうして、運転したか今も

わからない。 

 ICU 入った時絶望が現実になった。それは職員たちの表情からもすぐに察せられた。 

「史子‥史子・・」人前もはばからず、抱きつき体をゆすった。 

「眠ったらあかん、起きて史子・・」同じようなことを妻も泣きながら叫んでいた。大きな静寂が声をかき消し、

涙を凍らせた。史子が死んだ、そんなこと誰が認めるものか。 

じわじわと押し寄せる、現実が現実であるという空気。慰めの言葉も言い訳の言葉もどこか耳の遠くで聞いてい

た。 

 覚めた頭に色々なことがごちゃ混ぜになって行き過ぎる。楽しかったこと悲しかったこと、快いこと寂しかっ

たことが、走馬灯のように巡り巡り、また涙がこぼれた。虚実が入り混じって頭を占領する。後悔と反省ばかり

が胸に迫る。 

 死顔は穏やかで最後の修羅場の影さえ見えず、安らかな死のように思えた。おそらく麻酔のきいた状態で最期

を迎えたのだろう。 

 木の葉の上をころころと転がって、やがてその葉先からポタリと落ちたひとしずく。それは彼女の最後の涙の

ひとしずくかもしれない。 

 体中を病み、痛みやしびれ、だるさや痒みを全部引き受けて、お前は最後を生きた。短い人生、果たして幸福

だったのだろうか。色々な苦しみから解放されてお前自身ほっとしているかもしれないね。生きる苦しさのすべ

てを後に残して。お前と暮らした二十数年私のためにしてくれたことの数々に感謝して、史のことを忘れずいつ

も胸に描いて生きて行くよ。ありがとう、私にとってたった一人の娘。史の生きた奇跡を思いながら生きていく

よ。    

2024 年 8 月 10 日娘史子死去 享年 51 歳。    

播州日誌 



１時間 40 分の団らん 

 

7 時ごろからの夕食時。私は決まって仮の仏壇にローソクを点す。カメヤマローソク大―3 号、1 時間 40 分

で燃え尽きる。一人暮らしゆえ、大した料理はできないし、しない。大概スーパーの出来合いの賄いで済ませて

いるから、準備と言っても 15 分か 20 分もあれば自分の食べる分ぐらい準備できる。強い味方は電子レンジと

タイマー付きのグリル。だいたい３～４品食卓に上がる。正直食事と言うより飲酒の時間と言った方が正確だ。 

最近凝っているのが野菜サラダ。大根やキャベツ、ミックスもあればブロッコリーのスプライトと言うのもあ

る。1 人前をパックして売っているからあっという間に 1 品できる。それに酒の肴と言った方が適当な食べ物が

⒉～3 品。これで出来上がり。酒の準備ができたとところでローソクに灯を点す。どんなに忙しい時でもこの時

間が最もくつろげる。4 人掛けのテーブルに一人。元気よく「いただきます」と宣言。その後は食べながら飲み

ながら今日一日にあったことを問わず語りに話しかける。疲れている時は口数も少なくなるし、愚痴る事も多い。

しょうもないことを言ったりする。刺身を食べては「これ美味いけど８００円もしたぜ、まあ 20％引きやけど

な・・」といちいち報告している。 

二つの遺影はいつも微笑んでいるが、表情を変えたように見えるときもある。それも

これもむなしくて、暴言を吐くときもあるけれど、のれんに腕押し、何の反応もない。

でも私にとってローソクの灯っている 1 時間 40 分が、かけがえのない一家団らんなの

だ。誰が何と言っても寂しくないのだ。 

わがままばっかりで、二人には苦労掛けたなと痛感する。色々な出来事を TV 見なが

ら思い出しては懐かしむ。あの時の声や仕草がよみがえる。 

ため息一つ、また一つ。一杯また一杯。酒にも色々あるが今夜の酒は「想い出酒」。小

林幸子が歌っていたな ♫ 〰思い出だけに酔いしれる ♫ そう最後は酔いしれて眠

るだけ。外での食事の時はこの団らんがない。♬ 寂しさ紛らすこの酒を、誰が名付け

た「人恋酒」と ♬  そして二人に声をかける「疲れたから、おやすみ・・・」 

 

２０２６．５．３０      

寿司よしの鱧（ハモ） 

 

 鱧（ハモ）は淡路の沼島が有名であるが、広くは播磨灘の名産でもある。季節

的には春から夏、特に梅雨の雨水を飲んだ鱧は美味と言われる。うなぎに似て長

くて大きな魚、歯は鋭く目は澄んで美しい。小骨が多く「骨切り」をしなくては

ならず、ここでも職人の技の見せどころとなる。寿司よしでは 6 月初旬から鱧コ

ースを提供している。まず鱧のキモを卵でとじた付き出し。これが酒の肴にはぴ

ったり。珍味と言うか奥深い味わいに仕上がっている。次に刺身、湯引き。特に湯引きの歯ごたえが抜群で、

白い身がほくほくとして美味しい。鱧てんはほっといてもうまい。サクサクに

揚げたものに少々の塩をつけて食べる。鱧なべはたっぷりの玉ねぎとの相性が

よく適当な甘みが鱧本来の旨味を引き立たせる。いずれもこの道 40 年余りの

大将の技がさえる一品、食通をうならせる。最後の鱧鍋では〆にうどん又はソ

ーメンを煮込む。これがまたさっぱりと美味。暑い夏、栄養たっぷりの鱧にき

りりっと冷酒などいかがですか。 

２０２６．５．３１    



1. 最近はビールを渡して 

済ませてしまっています������ 

（お父さんごめん����������） 

2. ミニトマトとゴーヤを植えました。初

めは取り合いをして水やりをしていた

のに、今は忘れられがちで私の仕事に

なりそうです（笑） 

 

1. お酒が大好きなので        

今年もビールでいいかな．．．��    

と思ってます��������������笑 

 

2. 最近は休みの日になると子供が  

公園で自転車に乗りたがるので         

良い運動になります��������������� 

 

1. リカバリーウェア 

 

2.. 先日バーガーキングを食べました。 

  肉は香ばしく美味でした。 

  もちろんオーダーは 

  “オールヘビー”です。 

1. ウォーキングシューズがチビてるので 

できればそれを．．． 

 

2. 派遣業の許可期間延長申請。 

久しぶりに挑戦。 

何とか期限内に手続きを終了。 

福留事務所のみんなにあれこれ聞いてみよう！ 

 

 

 

  

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

年度更新と算定基礎届 

 

そろそろ年度更新と算定基礎届の季節です。事業所の皆様には次の資料の提出をお願いいたします。 

年度更新は緑色（もしくは青色）の封筒、算定基礎届は日本年金機構の茶封筒が届くかと思います。用紙と必

要書類をご準備ください。 

 

 

年度更新  令和 7 年 4 月～令和 8 年 3 月までの総賃金を月別、雇用形態別（正社員、役員、パート、アル

バイト）に集計したもの。月別の人数、賞与支給の有無も必要です。SR 関係は終了しています。 

 

算定基礎届 令和 8 年 4 月 5 月 6 月（支払いベース）に支払った賃金の総額（控除前支給総額） 

※社会保険加入者のみ 

（月別・個人別に総支給額がわかるもの） 

（算定自体は 4～6 月で行いますが、3 月分からの昇給を見て、 

月変が必要な場合には月変も同時に行います。） 

★期間中に昇給・降給・給与形態の変更をした方がいる場合はお知らせください。

 

江平 松本 

康博さん 福留先生 

① 父の日にもらって嬉しいもの 

贈る予定のもの���� 

② 最近の出来事 


